
霞ヶ浦環境科学センターのこれまでの研究成果のうち、霞ケ浦のＣＯＤ
に関する調査研究の概要

当センターでは、湖沼に関する調査研究以外にも環境学習推進、大気、化
学物質に関する調査研究などを行っています。

今回の発表会では、それらの研究等の成果を説明いたしましたが、ここでは、
当日の発表の中から、霞ヶ浦のCODが何故、近年上昇してきているのか、

という部分を紹介いたします。

COD上昇原因は、西浦と北浦では異なっていて、キーとなるのは、西浦は

光、北浦はリンということです



霞霞霞霞ケケケケ浦浦浦浦ののののCOD にはにはにはには

溶溶溶溶けたけたけたけたＣＯＤＣＯＤＣＯＤＣＯＤ（（（（5-6mg/L程度程度程度程度）））） とととと 粒子状粒子状粒子状粒子状ののののＣＯＤＣＯＤＣＯＤＣＯＤ（（（（3-7mg程度程度程度程度））））

があるがあるがあるがある

溶溶溶溶けたけたけたけたCOD （（（（細菌細菌細菌細菌にににに食食食食われにくくわれにくくわれにくくわれにくく、、、、なかなかなかなかなかなかなかなか分解分解分解分解しないしないしないしない））））

霞霞霞霞ケケケケ浦浦浦浦のののの濃度濃度濃度濃度：：：： 琵琶湖琵琶湖琵琶湖琵琶湖よりよりよりより高高高高いいいい 印旛沼印旛沼印旛沼印旛沼・・・・手賀沼手賀沼手賀沼手賀沼・・・・諏訪湖諏訪湖諏訪湖諏訪湖とととと同程度同程度同程度同程度

起源起源起源起源：：：： 流流流流れれれれ込込込込みとみとみとみと、、、、 湖湖湖湖でででで作作作作られるものられるものられるものられるもの 半半半半々々々々 （（（（蛍光分析蛍光分析蛍光分析蛍光分析からからからから））））

溶溶溶溶けたけたけたけたＣＯＤＣＯＤＣＯＤＣＯＤ

粒子状粒子状粒子状粒子状ＣＯＤＣＯＤＣＯＤＣＯＤ

おもにおもにおもにおもに植物植物植物植物
プランクトンプランクトンプランクトンプランクトン
増減増減増減増減するするするする

ほぼほぼほぼほぼ一定一定一定一定のののの
濃度濃度濃度濃度

ＨＨＨＨ１７１７１７１７ ＨＨＨＨ２０２０２０２０
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西浦湖心西浦湖心西浦湖心西浦湖心（（（（平成平成平成平成１１１１～～～～２１２１２１２１年年年年 ））））

西浦西浦西浦西浦 近年近年近年近年ののののＣＯＤＣＯＤＣＯＤＣＯＤ上昇上昇上昇上昇

ＣＯＤＣＯＤＣＯＤＣＯＤ

全全全全リンリンリンリン

ＨＨＨＨ１０１０１０１０～Ｈ～Ｈ～Ｈ～Ｈ２０２０２０２０はははは、、、、リンリンリンリンがががが高高高高くてくてくてくてＣＯＤＣＯＤＣＯＤＣＯＤだけだけだけだけ低下低下低下低下していたしていたしていたしていた
ＨＨＨＨ２１２１２１２１はははは ＨＨＨＨ７７７７～～～～９９９９のののの水準水準水準水準にににに戻戻戻戻ってきたってきたってきたってきた

ＨＨＨＨ１０１０１０１０～Ｈ～Ｈ～Ｈ～Ｈ２０２０２０２０のののの低下低下低下低下のののの原因原因原因原因としてとしてとしてとして、、、、 透明度透明度透明度透明度のののの低下低下低下低下がががが疑疑疑疑われるわれるわれるわれる

十分十分十分十分なななな濃度濃度濃度濃度

H21H10

H7H1



西浦西浦西浦西浦 透明度低下透明度低下透明度低下透明度低下 ←←←←白濁白濁白濁白濁

西浦西浦西浦西浦 北浦北浦北浦北浦

西浦西浦西浦西浦にににに懸濁懸濁懸濁懸濁するするするする
鉱物性微粒子鉱物性微粒子鉱物性微粒子鉱物性微粒子

H10～～～～H17ころころころころ 西浦西浦西浦西浦のののの濁濁濁濁りりりり増大増大増大増大（（（（白濁現象白濁現象白濁現象白濁現象））））

原因物質原因物質原因物質原因物質＝＝＝＝鉱物鉱物鉱物鉱物（（（（土壌由来土壌由来土壌由来土壌由来のののの微粒子微粒子微粒子微粒子））））
⇒⇒⇒⇒透明度透明度透明度透明度 低下低下低下低下 →→→→ 光合成抑制光合成抑制光合成抑制光合成抑制 →→→→ COD 低下低下低下低下

ＨＨＨＨ18～～～～ 透明度透明度透明度透明度 上昇傾向上昇傾向上昇傾向上昇傾向
⇒⇒⇒⇒光透過光透過光透過光透過よくなるよくなるよくなるよくなる →→→→光合成盛光合成盛光合成盛光合成盛んんんん →→→→COD上昇上昇上昇上昇
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図図図図４４４４　　　　霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦浦浦浦（（（（湖心湖心湖心湖心））））におけるにおけるにおけるにおける糸状藍藻類糸状藍藻類糸状藍藻類糸状藍藻類とととと透明度透明度透明度透明度のののの変化変化変化変化（（（（平成平成平成平成１７１７１７１７年年年年----１９１９１９１９年年年年））））

透明度透明度透明度透明度がががが高高高高くなるくなるくなるくなる

藻類藻類藻類藻類のののの細胞数細胞数細胞数細胞数がふえているがふえているがふえているがふえている

糸状藍藻糸状藍藻糸状藍藻糸状藍藻＝＝＝＝濁濁濁濁りへのりへのりへのりへの耐性耐性耐性耐性がががが高高高高いいいい
→→→→ H18~20ころころころころ優占優占優占優占

さらにさらにさらにさらに透明度透明度透明度透明度がががが高高高高まればまればまればまれば →→→→ おそらくおそらくおそらくおそらく珪藻優占珪藻優占珪藻優占珪藻優占

濾過濾過濾過濾過したしたしたした湖水湖水湖水湖水
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北浦 釜谷沖における水質の経年変化

ＣＯＤＣＯＤＣＯＤＣＯＤ クロロフィルクロロフィルクロロフィルクロロフィル（（（（藻類指標藻類指標藻類指標藻類指標））））

リンリンリンリン 窒素窒素窒素窒素

十分十分十分十分なななな濃度濃度濃度濃度
十分十分十分十分なななな濃度濃度濃度濃度

北浦北浦北浦北浦 近年近年近年近年のののの水質変化水質変化水質変化水質変化



釜谷沖におけるクロロフィルaと全りんの相関図 (H15~20)

y = 490.07x + 24.659

R
2
 = 0.3742

0

50

100

150

200

250

300

0.000 0.10 0.20 0.30 0.40 0.50

全りん

ク
ロ

ロ
フ

ィ
ル
a

(µg/L)

(mg/L)

0

リンリンリンリンのののの濃度濃度濃度濃度→→→→

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
のののの
濃
度
濃
度
濃
度
濃
度

リンリンリンリンのののの濃度濃度濃度濃度がががが とりわけとりわけとりわけとりわけ高高高高いときがありいときがありいときがありいときがあり、、、、
そのときそのときそのときそのとき植物植物植物植物プランクトンプランクトンプランクトンプランクトン（（（（藻類藻類藻類藻類））））がががが増増増増えてえてえてえて、、、、 ＣＯＤＣＯＤＣＯＤＣＯＤをををを 押押押押しししし上上上上げるげるげるげる

北浦北浦北浦北浦 リンリンリンリンととととクロロフィルクロロフィルクロロフィルクロロフィル（（（（藻類指標藻類指標藻類指標藻類指標））））とのとのとのとの関係関係関係関係
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北浦北浦北浦北浦 近年近年近年近年ののののCOD上昇上昇上昇上昇←←←←湖底湖底湖底湖底からからからからリンリンリンリンのののの溶溶溶溶けけけけ出出出出しししし
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・・・・北浦北浦北浦北浦ではではではでは、、、、夏夏夏夏ににににリンリンリンリン濃度濃度濃度濃度がががが上昇上昇上昇上昇するするするする 上昇上昇上昇上昇はははは酸欠酸欠酸欠酸欠のときおこるのときおこるのときおこるのときおこる

北浦北浦北浦北浦はははは西浦西浦西浦西浦よりよりよりより リンリンリンリンのののの溶溶溶溶けけけけ出出出出しがしがしがしが 著著著著しいしいしいしい

COD上昇上昇上昇上昇のののの 推定原因推定原因推定原因推定原因 ＝＝＝＝

リンリンリンリンのののの溶溶溶溶けけけけ出出出出しのしのしのしの増加増加増加増加 ＋＋＋＋
窒素流入窒素流入窒素流入窒素流入のののの増加増加増加増加 ⇒⇒⇒⇒ 植物植物植物植物プランクトンプランクトンプランクトンプランクトンのののの増加増加増加増加

湖底湖底湖底湖底ののののリンリンリンリンはははは過去過去過去過去
のののの流入流入流入流入のののの蓄積蓄積蓄積蓄積

北浦北浦北浦北浦はははは西浦西浦西浦西浦にににに比比比比べべべべ リンリンリンリンがががが溶溶溶溶けけけけ出出出出しやすいしやすいしやすいしやすい状態状態状態状態にあるにあるにあるにある



霞霞霞霞ケケケケ浦浦浦浦におけるにおけるにおけるにおける近年近年近年近年ののののＣＯＤＣＯＤＣＯＤＣＯＤ上昇傾向上昇傾向上昇傾向上昇傾向のののの原因原因原因原因（（（（推定推定推定推定））））

西浦西浦西浦西浦
背景背景背景背景 白濁現象白濁現象白濁現象白濁現象のののの終息終息終息終息

H18頃頃頃頃よりよりよりより微粒子減少微粒子減少微粒子減少微粒子減少 →→→→ 透明度上昇透明度上昇透明度上昇透明度上昇

⇒⇒⇒⇒光光光光のののの透過透過透過透過よくなるよくなるよくなるよくなる ⇒⇒⇒⇒光合成光合成光合成光合成がががが活発化活発化活発化活発化
⇒⇒⇒⇒植物植物植物植物プランクトンプランクトンプランクトンプランクトンがががが増殖増殖増殖増殖 ⇒⇒⇒⇒COD上昇上昇上昇上昇

北浦北浦北浦北浦
背景背景背景背景 白濁現象白濁現象白濁現象白濁現象はははは起起起起きなかったきなかったきなかったきなかった

リンリンリンリン濃度濃度濃度濃度はははは平成平成平成平成4年頃年頃年頃年頃からからからから上昇上昇上昇上昇してきたしてきたしてきたしてきた

湖底湖底湖底湖底のののの無酸素化無酸素化無酸素化無酸素化 ⇒⇒⇒⇒ リンリンリンリン溶出溶出溶出溶出

⇒⇒⇒⇒特特特特にににに夏季夏季夏季夏季リンリンリンリン濃度濃度濃度濃度のののの上昇上昇上昇上昇⇒⇒⇒⇒植物植物植物植物プランクトンプランクトンプランクトンプランクトン増加増加増加増加 ⇒⇒⇒⇒COD上昇上昇上昇上昇


